
５
月
３
日
の
憲
法
記
念
日

が
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。
現

在
の
憲
法
が
昭
和
22
年
に
施

行
さ
れ
て
か
ら
、
ち
ょ
う
ど

55
年
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。

こ
の
間
、
憲
法
は
す
べ
て

の
法
律
や
き
ま
り
の
基
に
な

る
国
の
最
高
法
規
と
し
て
、

基
本
的
人
権
の
尊
重
、
国
民

主
権
、
平
和
主
義
の
３
つ
の
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市の人口 〈3月末現在〉

人　口　514,678人（－2872）

男　　248,886人（－1802）

女　　265,792人（－1070）

世帯数　198,803 （－1005）

住民基本台帳による。（ ）は前月比

地域保健福祉センター

市ホームページ（携帯電話は末尾に/ iを付ける）　
http://www.city.niigata.niigata.jp

電 話 案 内電 話 案 内 �電 話 案 内 �
市役所・保健所�228-1000（代表）
市立急患診療センター…228－2822
県歯科医師会休日歯科診療センター…283－3030
水　　　道　　　局…266－9311
園 芸 セ ン タ ー…286－1034
災害時の問い合わせ…226－5656

北

中

東

石山

259‐7332

273‐9932

243‐5312

286‐4450

南

中央

坂井輪

西

黒埼

285‐2373

266‐5172

260‐3255

262‐3405

377‐2110

古
町
マ
ン
ガ
ス
ト
リ
ー
ト

５
月
31
日
・
６
月
１
日
に

古
町
商
店
街
と
連
携
し
て
、

マ
ン
ガ
を
素
材
と
し
た
Ｗ
杯

応
援
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
す
。

古
町
通
り
な
ど
を
会
場

に
、
マ
ン
ガ
原
画
展
、
韓
国

マ
ン
ガ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
展
、

水
島
新
司
さ
ん
の
サ
イ
ン
会

な
ど
の
催
し
を
開
催
。
ま
た

現
在
、
市
ゆ
か
り
の
マ
ン
ガ

家
に
描
い
て
も
ら
っ
た
イ
ラ

ス
ト
を
活
用
し
た
フ
ラ
ッ
グ

が
古
町
通
り
に
掲
げ
ら
れ
て

お
り
、
大
会
機
運
の
盛
り
上

げ
に
一
役
買
っ
て
い
ま
す
。

ウ
ェ
ル
カ
ム�

F
I
F
A
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ� TM

び
ん
・
缶
・
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
特
別
収
集

月
曜
日
が
び
ん
・
缶
・
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
収
集
日
の
地
区
に
限

り
特
別
収
集
を
行
い
ま
す
。
黒
埼
地
区
の
収
集
は
あ
り
ま
せ
ん
。

期
日

４
月
29
日

問
い
合
わ
せ

清
掃
課
（
�
内
線
2
7
5
4
）
へ

総合教育センター
申し込み �は同センター（�229-0233）、
�は植物資料室（�228-0698）へ
�春の天文教室
日時 ４月26日午後７時半～８時半
※雨天決行
内容 春の星・星座についての話と観察
対象 小学生以上先着50人　※小学生は
保護者同伴、中学生は２人以上で参加
�鳥屋野潟公園の植物観察会
日時 ４月30日午後１時半～３時半
集合場所 産業振興センター前
定員 先着40人

大畑少年センター

集まれ！笹だんごづくりと元気おもしろ大会！
日時 ５月12日午前９時半～午後２時半
対象 小・中学生先着30人　
参加費 800円
申し込み 同センター（�228-4100）へ
※月曜休館

し
て
き
ま
し
た
。

毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
憲

法
そ
の
も
の
を
意
識
す
る
こ

と
は
あ
ま
り
な
い
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
そ
の
精
神
は
私

た
ち
の
暮
ら
し
に
常
に
深
く

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
そ
の
幕
開
け
は
、
国

内
外
で
多
く
の
人
の
命
が
奪

わ
れ
る
事
件
が
続
き
ま
し
た
。

目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
を
続
け

る
現
代
社
会
の
中
で
、
私
た

ち
は
何
か
大
切
な
も
の
を

忘
れ
て
き
て
し
ま
っ
た
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
こ
で
、
今
年
の
「
憲
法

記
念
市
民
の
つ
ど
い
」
で
は
、

「
『
人
権
の
世
紀
』
へ
の
出

発
点
〜
一
人
ひ
と
り
が
大

切
に
さ
れ
る
社
会
を
目
指

し
て
」
と
題
し
て
、
憲
法

の
基
本
原
理
の
一
つ
で
あ

る
個
人
の
尊
厳
を
取
り
上

げ
ま
し
た
。
皆
さ
ん
と
一

緒
に
考
え
、
こ
の
憲
法
記

念
日
を
機
会
に
、
命
の
大

切
さ
、
そ
し
て
人
権
の
尊

重
の
重
要
性
に
つ
い
て
、

あ
ら
た
め
て
確
認
す
る
１

日
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

か
か
わ
っ
て
い
ま
す
。

21
世
紀
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

社
会
の
問
題
を
「
説
得
と
理

解
、
合
意
と
協
働
」
で
解
決

す
る
『
人
権
の
世
紀
』
に
な

柱
の
ほ
か
、
地
方
自
治
の
保

障
な
ど
を
規
定
す
る
こ
と

で
、
私
た
ち
の
生
活
を
支
え
、

ま
た
、
社
会
を
発
展
さ
せ
る

た
め
に
大
き
な
役
割
を
果
た

憲
法
記
念
日
に
寄
せ
て

新
潟
市
長
　
長
谷
川
義
明

５
月
３
日
の
憲
法
記
念
日

に
ち
な
み
、
市
で
は
、
憲
法

と
私
た
ち
の
暮
ら
し
と
の
か

か
わ
り
を
考
え
る
き
っ
か
け

に
し
て
も
ら
お
う
と
、
５
月

２
日
に
「
憲
法
記
念
市
民
の

つ
ど
い
」
を
開
催
し
ま
す
。

今
回
は
、「『
人
権
の
世
紀
』

へ
の
出
発
点
〜
一
人
ひ
と
り

が
大
切
に
さ
れ
る
社
会
を
目

指
し
て
」
を
テ
ー
マ
に
、
命

の
大
切
さ
を
考
え
、
一
人
ひ

と
り
が
互
い
に
尊
重
さ
れ
尊

敬
さ
れ
る
社
会
を
つ
く
っ
て

い
く
た
め
に
何
が
で
き
る
の

か
を
考
え
て
い
き
ま
す
。

基
調
講
演
で
は
、
新
潟
大

学
法
学
部
長
の
鯰
越
　
弘
さ

ん
を
講
師
に
招
き
、
憲
法
の

基
本
原
理
で
あ
る
「
基
本
的

人
権
の
尊
重
」
の
意
義
や
、

歴
史
的
な
背
景
に
つ
い
て
解

説
し
て
も
ら
い
ま
す
。

ま
た
、
リ
レ
ー
ト
ー
ク
で

は
、
小
・
中
学
生
の
発
言
を

通
じ
て
、
個
人
を
尊
重
し
合

う
社
会
を
つ
く
る
た
め
に
、

私
た
ち
は
一
体
何
が
で
き
る

の
か
を
考
え
ま
す
。

「
個
人
の
尊
厳
」
と
い
う

基
本
に
立
ち
返
り
、
命
の
大

切
さ
を
考
え
る
よ
い
機
会
で

す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時

５
月
２
日
午
後
６
時

半
〜
８
時
45
分

会
場

市
民
プ
ラ
ザ

申
し
込
み

当
日
直
接
会
場

へ問
い
合
わ
せ

総
務
課
（
�

内
線
２
１
１
４
）
へ

�
基
調
講
演

講
師

鯰
越
　
弘
（
新
潟
大

学
法
学
部
長
）

演
題

「
人
間
の
尊
厳
と
憲

法
」

�
リ
レ
ー
ト
ー
ク

テ
ー
マ

「
見
つ
め
よ
う
、

命
の
大
切
さ
。
考
え
よ
う
、

一
人
ひ
と
り
が
大
切
に
さ
れ

る
社
会
。」

進
行
役

佐
藤
準
二
（
新
潟

日
報
論
説
副
委
員
長
）

発
言
者

浜
浦
小
・
東
青
山

小
の
児
童
、
上
山
中
・
寄
居

中
の
生
徒

助
言
者

鯰
越
　
弘

本
市
と
友
好
都
市
提
携
を
し

て
い
る
中
国
ハ
ル
ビ
ン
市
か

ら
、
辺
立
君
（
へ
ん
・
り
っ
く

ん
）
さ
ん
（
28
）
が
着
任
し
、

4
月
15
日
に
長
谷
川
市
長
に
あ

い
さ
つ
し
ま
し
た
。
辺
さ
ん
は

「
日
本
と
中
国
、
新
潟
と
ハ
ル

ビ
ン
の
交
流
が
よ
り
深
ま
る
よ

う
役
に
立
ち
た
い
」
と
語
っ
て

い
ま
し
た
。

中国か
ら国際交流員

辺立君さんが着任

「
花
い
っ
ぱ
い
運

動
」
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

小
学
校
区
単
位

の
地
域
で
の
取
り

組
み
に
つ
い
て

は
、
10
万
円
を
限

度
に
経
費
の
半
額

を
助
成
し
て
い
ま

す
。マ

リ
ー
ゴ
ー
ル

ド
、
パ
ン
ジ
ー
、

ペ
チ
ュ
ニ
ア
な
ど

ことしの万代橋チューリップフェスティバル

Ｗ
杯
開
催
時
に
、
市
民
の

皆
さ
ん
に
も
大
会
の
雰
囲
気

を
楽
し
ん
で
も
ら
お
う
と
行

う
に
い
が
た
水
都

み

な

と

フ
ェ
ス
タ

の
一
環
と
し
て
、
６
人
制
の

ミ
ニ
サ
ッ
カ
ー
大
会
を
開
催

し
ま
す
。

こ
れ
は
、
32
の
W
杯
試
合

国
を
応
援
し
よ
う
と
、
32
チ

ー
ム
を
募
集
し
、
W
杯
形
式

で
試
合
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
よ
り
多
く
の
人
に

サ
ッ
カ
ー
に
親
し
ん
で
も
ら

お
う
と
、
試
合
中
は
常
に
２

人
以
上
の
女
性
や
小
学
生
、

40
歳
以
上
の
選
手
が
参
加
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う

特
別
ル
ー
ル
を
採
用
。
こ
の

メ
ン
バ
ー
の
得
点
は
２
得
点

と
し
て
計
算
さ
れ
、
サ
ッ
カ

ー
未
経
験
者
で
も
、
思
い
切

り
楽
し
め
る
大
会
で
す
。

期
日

１
次
リ
ー
グ
…
６
月

１
・
２
日
、
決
勝
ト
ー
ナ
メ

ン
ト
…
６
月
８
・
９
日
、
決

勝
・
準
決
勝
・
３
位
決
定
戦

…
６
月
30
日

会
場

市
陸
上
競
技
場
補
助

競
技
場

チ
ー
ム
構
成

１
チ
ー
ム
15

人
以
内
で
、
女
性
・
小
学

生
・
40
歳
以
上
の
人
を
３
人

以
上
含
む

募
集
チ
ー
ム

32
チ
ー
ム

競
技
方
法

試
合
時
間
は
、

１
次
リ
ー
グ
前
後
半
と
も
７

分
、
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
は

前
後
半
と
も
10
分

申
し
込
み

５
月
10
日
ま
で

に
、
に
い
が
た
水
都
フ
ェ
ス

タ
サ
ッ
カ
ー
大
会
運
営
事
務

局
（
新
潟
フ
ェ
イ
ズ
内
�
２

４
９
・
０
０
０
９
）
へ

Ｗ
杯
開
催
時
に
新
潟
を
訪

れ
る
人
々
を
花
で
歓
迎
し
、

美
し
い
ま
ち
に
い
が
た
を
全

国
に
ア
ピ
ー
ル
し
よ
う
と
、

の
季
節
の
花
の
ほ
か
、
ダ
リ

ア
（
メ
キ
シ
コ
）
な
ど
ビ
ッ

グ
ス
ワ
ン
で
の
試
合
国
の
花

で
、
公
共
施
設
や
幹
線
道
路

沿
線
を
飾
り
、
み
ん
な
で
ま

ち
を
彩
り
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ

ワ
ー
ル
ド
カ

ッ
プ
総
合
対
策
室
（
�
内
線

２
１
８
４
）
へ

長
谷
川
市
長
に
着
任
の
あ
い

さ
つ
を
す
る
辺
立
君
さ
ん


